
SNSを活用した地域防災「ぐんケン見張るくん」
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自 然 災 害 へ の 対 応
＜災害協定＞ ＜流通在庫備蓄＞ ＜ぐんケン見張るくん

・協会Twitter＞
＜災害訓練＞ ＜広域連携＞

感 染 症 対 策
＜啓発グッズ＞ ＜アンケート実施＞ ＜WEB会議の採用＞ ＜ガイドライン作成＞＜感染防止対策

パトロール＞

国や県と災害対応につい
ての協定を締結。協会12
支部で県内全域を網羅。

災害に備え、ブルーシー
トや大型土のう等を市場
に流通させながら備蓄。

GPS携帯による災害情報
共有システム(H20)を基に
新たに構築。災害等の情
報収集とTwitter発信。

R1.10.13 台風19号／嬬恋村
災害訓練を兼ねた道路ク
リーン作成を毎年5月に
実施。「ぐんケン見張る
くん」を使って作業状況
を情報共有・Twitter発信。

福井豪雪（H30.2）や台
風15号被災地（R1.6）に
人員や機械を派遣。また
流通在庫備蓄を活用して
災害対応物資等を提供。

ポスター、マグネットス
テッカー、バッジなどを
作成して配布

問：建築資材の不足感／新型コロナウイルス感染
拡大に伴う建設資材等の不足状況に関する調査

(R2.3.9)

新型コロナウイルスの影
響について計4回（3/9、3/25、

5/7、6/4）アンケート調査を
行い、結果を発表。

定時総会、役員会議、発
注者との意見交換会、記
者発表などにWEB会議シ
ステムを活用。

建設現場や事務所におけ
る感染拡大防止対策のポ
イントを整理し、ガイド
ラインとして発表。

女性による環境すみずみ
パトロール隊が建設現場
のコロナ対策をパトロー
ル。対策が確認できた現
場には認定書を配布する。

Ⅰ．(一社)群馬県建設業協会が取組む災害対策
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除雪体制の構築・災害協定に基づく点検パトロール

平成30年2月 福井豪雪における広域連携

【災害対応組織力デルタモデル】 【12支部により県内全域を網羅】

Ⅱ．自然災害への対応
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確度の高い災害情報をSNSで発信、「地域の建設業の役割」をより確実に！ 災害現場から送られてくる
情報をTwitter投稿

住民や関係行政機関に対する
情報提供として有効

✔ 災害復旧の状況が
✔ 添付された写真で詳細に
✔ リアルタイムの時系列で
✔ 誰でも閲覧・把握が可能

■確度の高い情報 …建設業協会員が発信する正確な情報
■わかりやすい情報…時系列、マッピング、文字、画像、

動画など
■Twitter投稿機能 …ワンクリックでスムーズに情報発信

■フォロワー数 9,302人（R3.10.31 現在）
■令和元年10月（台風19号）のツイートに対する閲覧数は
6,534,949件で過去最高

■台風19号必要な情報が得られると群馬テレビやＦＭぐんま
が紹介

■前橋市と高崎市の公式Twitterと連動
■「ちずツイ」利用で、マッピングされた情報としても閲覧

可能
災害情報Twitter発信／R1.10月の台風19号

R1.10.12 渋川市吹屋R1.10.13 高崎市箕郷町 R1.10.13 館林市赤生田町R1.10.14 甘楽郡下仁田町 R1.10.23 群馬テレビ

■「ぐんケン見張るくん」の立ち上げ
平成２６年、今までの災害情報共有システムを「ＩＴ環境の変化」も踏まえ、「ツイッターへの変換が容易にできる」といったこと

が大きな目的として再構築

■「ぐんケン見張るくん」の運用
災害情報共有システム立ち上げから１２年、「ぐんケン見張るくん」立ち上げから６年経過し、会員の間では雨が降ったら「ぐんケ

ン見張るくん」、雪が降っても「ぐんケン見張るくん」と、パトロール時の情報発信が当たり前のような状況になってきている。現在
フォロワー数も9,000を超え、マスコミ・国土交通省などと連携をしながら情報発信を行っており、令和元年10月の台風の時には的確
な情報発信をすることが出来た。

■「ぐんケン見張るくん」の反響
自分たちが除雪をしたり、土砂災害対応をしたり、台風時などの点検パトロールを行っていることに対して県民からコメントを貰い、

しっかり地域を守っているんだという使命感、建設業の技術者の存在感の醸成に繋がっている。こういった「見て貰っている」という
反響によって、「地域を守る技術者の使命感」から「技術者のやりがい」にしっかりと結びつていくことと思われます。

Ⅲ．災害情報共有システム「ぐんケン見張るくん」と協会ツイッター

①災害情報共有システム「ぐんケン見張るくん」の特徴
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②「ぐんケン見張るくん」の活用フロー

Ⅲ．災害情報共有システム「ぐんケン見張るくん」と協会ツイッター
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③主な投稿事例

令和元年６月 豪雨 令和元年10月 台風19号

Ⅲ．災害情報共有システム「ぐんケン見張るくん」と協会ツイッター
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④協会Twitter閲覧数とフォロワ－数

Ⅲ．災害情報共有システム「ぐんケン見張るくん」と協会ツイッター
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令和4年2月12日
1万フォロワー達成

令和2年2月11日からの
降雪に伴う除雪作業で
フォロワーが増加。
2月12日（土）の0:28、
1万フォロワー達成



⑤令和元年台風19号に関する協会Twitterの反響

Ⅲ．災害情報共有システム「ぐんケン見張るくん」と協会ツイッター

新聞記事（一般･専門紙、FM）

エフエム群馬 WAI WAI Groovin’ 令和元年10月15日（水）10:45～
建設通信新聞 令和元年10月16日
建設工業新聞 令和元年10月16日
群馬建設新聞 令和元年10月16日
読売新聞 令和元年10月18日
群馬テレビ令和元年10月23日 ニュースJUST6（18:00～） ニュースeye8（20:00～）
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